




　　
　　
　　　　　　　　　　　　企画講師／／山崎　晃資 先生／／


村瀬 嘉代子 先生：北翔大学大学院 教授、大正大学大学院 客員教授


小倉   清　 先生：クリニックおぐら 院長


山崎  晃資　先生：臨床児童精神医学研究所 所長、医療法人弘徳会愛光病院 顧問　（ご出講順）





講師ご紹介　　
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�
日 程�
時　　間�
テ 　ー 　マ�
講　師（敬称略）�
�
�
11


月


12


日


（土）�
13:00～15:00�
「症例検討①」社会的養護児童の思春期


　　～被虐待経験からの回復～�
スーパーヴァイザー・講師


：村瀬　嘉代子　�
�
�
�
15:15～16:15�
「ショートレクチャー：症例から学ぶもの」�
�
�
�
�
16:15～17:00�
「質疑応答」�
�
�
�
11


月


１3


日（日）�
9:00～11:00�
「症例検討②」見立てと治療が困難な思春期症例�
スーパーヴァイザー・講師


：小倉　  清�
�
�
�
11:15～12:15�
「ショートレクチャー：思春期の精神病理」�
�
�
�
�
13:30～15:30�
「症例検討③」心理的発達の障害


　　～発達障害の人々をめぐる他職種連携～�
スーパーヴァイザー・講師


：山崎 　晃資�
�
�
�
15:45～17:00�
「ショートレクチャー：発達障害の診断と対応」�
�
�
★症例の提出（スーパーヴァイズ）を希望される方は、９月３０日（金）までに裏面の申込書で事務局宛にご連絡くだ


さい。事務局より、確認のため連絡をさせていただきます。（※症例記入用紙は、HPの申込欄から取出せます。）


採用された方は、当日のケース・プレゼンテーターとなりますので、本講座の受講料は免除いたします。


（※開催日当日に受講料を返金させていただきます。）


また、別途、スーパーヴァイザー・講師から個別に内容確認とともに資料等の依頼があります。





厚生労働省協賛 第２６回思春期精神保健特別講座





本講座が始まったのは昭和６０年代である。当初は多職種からなる約４０人の参加者による一泊二日の「症例検討」が基本であり、スーパーヴァイザーの鋭い指摘と的確な解説は参加者に多くの刺激を与えてきた。その後、徐々に本講座の形式が変化し、現在の形になって既に２５年が経った。


今年度の第２６回特別講座を企画するにあたり、小倉・村瀬・山崎から提案されたことは、期せずして「原点に戻って症例検討をじっくりやりたい」というものであった。３人の講師が最も得意とするテーマについてスーパーヴィジョンを行い、そこで議論されたいくつかのキーワードについて「ショートレクチャー」を行うことを計画した。また、ケース・プレゼンターを各テーマ毎に公募し、採用された方の受講料は免除することにした。最近、真剣に議論しながら互いに切磋琢磨する症例検討は少なくなったが、この機会に是非、原点に立ち戻った症例検討に積極的に参加して頂くことをお勧めしたい。       　　　　　　　　　　　　　　　【山崎　晃資】


　　　　　　　　　　　　　　　　





期　　日： ２０１１年１１月１２日（土）～１３日（日）


受講対象：心理職・相談員・保健師・医師・看護師・教諭・養護教諭・スクールカウンセラー・保育士・


ワーカー・ＰＳＷ・ＳＷ・行政・司法など子どもの臨床にかかわる専門家、並びに大学院生・


大学生などこの分野に関心のある方


定　　員：８０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込み）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団


協　　賛 : 厚生労働省


会　　場：明治安田こころの健康財団　2Ｆ講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


           　 （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）





児童思春期の精神病理と治療的連携のあり方


－症例検討から学ぶもの－














